
様式第２号（第 10条関係） 

会議結果のお知らせ 

 

１ 開催した会議の名称 

  第１回上浦地域審議会 

 

２ 開催日時 

  平成２７年９月１１日（金） １９時００分から２１時１５分 

 

３ 開催場所 

  佐伯市上浦大字津井浦１４００番地３ 

  上浦振興局 ２階 小会議室 

  （地域審議会委員） 

  会長 山矢 隆彦  副会長 鰐石 朝子  

委員 池田 敬、河野 亜紀、木村 竜也、野田 郁子、森崎 秀信、山本 忠道 

                         （委員１０名中８名出席） 

 

  （上浦振興局） 

  振興局長兼地域振興課長 亀山 伸太 

課長補佐兼係長 西海 正実  副主幹 管 正晴 （３名） 

 

５ 公開、非公開の別 

  公開 

６ 傍聴人数 

  ０人 

 

７ 議題及び結果 

１） 諮問事項：「佐伯市人口シミュレーション案」及び「佐伯市まち・ひと・しごと創生総合 

戦略たたき台」について 

２）結果：審議の中で出された意見を答申書に添えることとした。 

 

８ 審議の内容 

 

  〇地域振興審議会の役割について説明。 

  〇会長及び副会長の選任を行い、会長に山矢隆彦氏、副会長に鰐石朝子氏が選任された。 

〇諮問事項の内容・「佐伯市人口シミュレーション案」及び「佐伯市まち・ひと・しごと創生 

総合戦略たたき台」について事務局から説明後、審議を開始した。 

 

１） 諮問事項 「佐伯市人口シミュレーション案」及び「佐伯市まち・ひと・しごと創生総合 

戦略たたき台」について 



 

※以下は、質疑応答の抄録であり、実際の発言と言い回しが異なる部分がありますので、 

ご了承ください。 

 

会長 ただいま説明がありました「佐伯市人口シミュレーション案」及び「佐伯市まち・ひと・ 

しごと創生総合戦略たたき台」について、質問・意見はありませんか？ 

   委員 今年１０月に大方の計画を、市・県・国に出して、来年度から肉付けをしていくのか？ 

事務局 事業構築の材料とします。行政側が考えても、なかなか弾が無くなってきた。非常に 

厳しい。だから、民間の方の意見が欲しい。上浦特有の意見を出してもらいたい。ただ、 

佐伯市として今回の資料のたたき台が良いかの確認はして欲しい。 

会長 人口シミュレーション案と基本目標の１から４については、この目標を主に進んでいい 

ですか？ 

委員 良いです。 

会長 あとは個別に考えて欲しいが・・一般的にどうしても女性の方が、出て行くものという 

イメージが強い。上浦においても、就職にしても、結婚にしても、女性の流出が多くなる。 

委員 女性社長が多い所は人口が増えている。結局、女性の働く場が必要。旧最勝海小・中の 

  空き教室を貸して、光ケーブルを引き、事務所（インターネット商売）として貸せばいい 

  のでは？ 

委員 上浦は、光ケーブルは来ていない。 

事務局 最勝海校跡地を利用して、大学のスポーツやキャンプを誘致したいという声も聞く。 

委員 この会の年齢構成について、２０代で野望や起業願望がも芽生え、３０代で頑張り始 

めるが、この会には２０代の人がいないのが残念。若い人のいろいろな情報が欲しい。 

お金の工面がつきにくい若い人たち向けに、起業向けの補助金・助成金等を説明する場面 

を増やしてあげることで、チャンスが増える。 

事務局 佐伯市としても、情報発信はするべきと思います。補助金はもちろん、安価な物件な 

ども含めて。また、この会の年齢を言うと、他の地域の審議会に比べれば、上浦が一番 

若いと思います。 

会長 佐伯市が思い切った施策を打ち出さないと、県は取り合ってくれない。行政が行政の 

枠を脱すべき。 

委員 市役所の仕事の分散は出来ないのか？例えば、上浦振興局にどこかの部署を持ってくる 

とか？ 

事務局 新庁舎も建築したし厳しい。ただ、現振興局の機能、人数は残すべきであるし、振興

局の在り方も考えて貰うよう伝えていく。 

委員 町時代、大企業だった役場から3０～4０人が本庁に行ったら、必然的に上浦から離れて

しまう。企業がなくなったのと一緒。 

  委員 分母を佐伯市と思えば、人口減少ではないが・・ 

  事務局 まず、上浦の人口を減らさない努力を考えたい。 

  委員 ただ、最終的には本庁に一極集中の考え方もあると思う。 

  事務局 上浦で頑張っている人も多くいる。もっと上浦の良さを出して、１年でも長く住んで 

貰うことをしていきたい。 



委員 住みたい・移住したいと言う人はいるが、居住できる家の確保が出来ない現状がある。 

委員 仏壇があるため、貸せない。盆正月に帰るから貸せないという理由。 

委員 方法の１つとして、２階に荷物を置き、１階部分を貸す方法もあるのでは・・・ 

委員 子育て世代に安価で、アパートみたいに下の階を気にしないですむ、一軒家を貸せれば 

と思う。 

    委員 雇用が一番だが住むところがないと他所へ行ってしまう。空家の情報収集、提供をお願 

いしたい。 

委員 緊急時にエリアの問題もあって、津久見が近いのに、佐伯市からしか救急車が来ない。 

津久見の病院へも搬送しない。そういった不便さもある。 

会長 高速が開通したが、佐伯の戦略の中に蒲江IC、佐伯堅田IC、佐伯ICはあっても、津久 

見 ICの扱いが全く出てこない。上浦は津久見ICが近いのに、東の玄関口である津久見IC 

からも周遊は見込めると思うが。 

  委員 津久見市・四浦地区と連携して、河津桜・津久見イルカ島からの人の流れを佐伯市に、 

    また逆に佐伯ICからの人の流れを津久見市にとすればお互いに得になる。 

  委員 そのためにも四浦半島を観光バスが１周できるように県道改良を早くして、上浦側にも 

河津桜を植えていく。 

  委員 木村製菓の前の土地に、カフェがあったら流行るのでは？豊後二見も見えるので宣伝に 

はなる。 

  委員 先日、東京の三越デパートの人が観光に来たが、おもてなし、アピールは大事であると 

感じた。 

  会長 佐伯IC付近にアウトレットモールを展開する計画もあると聞くが・・・浅海井駅周辺を 

レトロな感じにしたらどうだろう？ 

  委員 駅周辺に活力がない場所は繁栄しない。駅前に活力を出して欲しい。 

  会長 水産学部系の大学を誘致したら？東雲中をキャンパスにしたらどうか？水産試験場もあ 

るし、研究施設として活用して養殖漁業(種苗等)を展開すれば面白いと思うが・・ 

委員 豊後二見があるが、学校があるためお金が落ちない。企業の研修の場として展開できな 

いか。給食調理場を利用して食事が出来るようしてもいいかも。 

委員 子どもも減ったので、小中は１つの校舎で足りると思う。 

委員 塩湯が有名になったけど、もっと大きく展開できないか？温泉などを掘って・・・ 

委員 昔はよく行っていたが、今は客が多すぎて気軽に行けなくなった。今の規模が適当で、 

値段も安い。自分のところで定置網をやっているから、安く提供できている。 

委員 佐伯市はパクリの市なので、いつも２番目。真似事ではダメ。 

会長 何をやるにもストーリー性を持たせないと発展しない。 

委員 何度か、お客から空き家がないかを尋ねられたことがある。どこに相談すれば良いのか？ 

あと暁嵐の滝や瀬会海岸に行く道を聞かれる。 

事務局 佐伯市・振興局も空き家の調査を進めていますが、貸すか貸さないかまでは調べてい 

ません。空家バンクの充実も図る予定ですが、区長さん等に聞いてもらう方がわかると思

います。観光マップや案内標識も充実させたいと思います。 

委員 資料で出産・子育ての希望を叶えるとあるが、上浦に住む場合、託児所や保育所がなく、 

出産しても働く母の場合、上浦で子育て策を考えないと厳しい。安心して子どもが育てら 



れる場所を確保しないと定住は望めない。 

委員 社協は５時までしか預けることが出来ないので、仕事の制限が出てくる。上浦は教育が 

充実しているとお母さんの間で評判になっており、住みたいという意見も聞くが、子ども 

を預ける所がなく、不便と認識される。たぶん、預かりの延長をしてくれれば、お金を払 

ってでもいいと考える家庭は多いと思う。 

  委員 幼稚園も園児が減っているので、空きスペースを使って幼児保育ができればいいと思う。 

委員 いろいろと規制が厳しい。空き家を貸す場合には、必ず手を加えないといけないが、リ 

フォームなどの補助はあるのか？ 

  事務局 現在のところはないと思う、個人の財産等難しい点もあるが検討課題としたい。 

  委員 今はリノベーションが流行っている。家を建てるのはリスクが高すぎるので、古民家を 

借りて、自分でリフォームする人たちも多くいる。今や何処で災害が起こるかもしれない 

ので、新築は減っていくのでは？ 

  委員 住むのには不便になっているのは事実。だけど、交流人口もいいが、やはり定住人口を 

増やすべき。 

  委員 空き家の活用は絶対に必要。 

  委員 婚活をする、テレビ番組の集団お見合いを上浦でやってほしい。 

  委員 是非、やって欲しい。もし１組しかカップルが誕生せずとも、マスコミの効果は絶大。 

地域の宣伝にもなる。 

  委員 今の家庭の状況を聞くと、上浦幼稚園、東雲小学校に入園入学する園児児童が少ないの 

で、親は子どもためと思い、人数の多い学校へ行くことを求めるため、減少にスパイラル 

に陥る。学校が新しかろうが、教育が充実していようが、友達がいないことを嫌がる。 

  委員 上浦には、学校にも病院にも畳の部屋がある。珍しいと感じる。 

  会長 他に質問・意見はありませんか？ないようでしたらこれで第１回地域振興審議会を終わ 

ります。なお、今後も意見・要望があれば事務局に申し出てください。 

 

   閉会 

 

９ 会議の資料名一覧 

  ・審議会への諮問文書 

  ・佐伯市人口シミュレーション案 

  ・佐伯市まち・ひと・しごと創生総合戦略たたき台 

  ・人口に関する資料：上浦地域 

  ・地域振興審議会条例 

 

10 問い合わせ先 

  担当課 上浦振興局 地域振興課 地域振興係 

  電話番号 ０９７２-３２-３１１１ 

 


